



経済研究所 / Institute of Developing

























































































自主的［吋荷主九る左い行 ！＇( .！でなく， 手わすi詞を
Ii主的（ケた仙しうるt::h山門会的条fl1( i 1 [f,Jにっ
くりだすことが問題である」 OJ:I¥ 
そこで， 領者もがーナ閑民経済の自立について













































































































































































他民地における日ードはつぎのも（／）／；～：勺 d , ;.:o 
Lナイ／【 1)f J 
たとえば，
多数の零細なココア生産農家を溢存するなどによ






ナ fンI 1) 
ート経済をさびしく m.m1Jしているのである。ぷ一｜よ（ Iリ－17ijド λ仁）
ガーナをはじめとする Iiイギリス領とこん・c,IJ f・1存花！t.（ ーヤノ片 fン 7・ナ ｛/ (2) 
ウガンダケニア，[llifブ lj力；；者［ほの経済構造と，ぷ一｜、 (194州.，＇.）：ウ）







十 fン L lj f ・綿花J ーんゾヅイ：.， ＇／・ J、
ード （I川 l)lj・r立；＇1:)
「コー，i.ド・コースト〕


















































































C ,11) 目：1:w1,ri：人『経涜ぷロ命J'HとぷLt.i, ＇，；以 λI」，
I｛干1:M：；：，己13～21'1ベーン上 1)•)IJIL 
（；ヒ2〕 ）／ユノレツ i)"I i¥l，こ上JL if, J'li iヨチ＼ ,'I fi/ I 1 
1.0.1・,: YJ ;'.,0 T. ＼アe Schultz, Th《fE，υIIοmic () 1ιζl/1 
－ 
zと：ation《，j,1gr 













































































イン Y レの進行が起こ－＇ tこと t-;Jtば， cf, F'l所
1与の安定ということは無意味なことであり， 実質
所得の安定こそ亘廷でふるかじであ －：＇.1









このよう i二， ココア・ホー｜山｛］ナζ、機能に d ) 








「とくに~＿.－，の l「ココア「i 主q j) l；うな公孟にの
丈耳におし、て！ぼ視され／二（’litrHlilちの〕安定化につ
L、てゴ〕「itfJとJiitとは， きわめてf[i絡なもののよ
ぅ；二忠，j) J l るu ヅ－ . 千三 I Iυ，；， 、， ＇主 -T I 、’ P 」ー ’r ,cc c『 ピ f，；：ノ千三心ぺ L＼、 ＇，＇，.） 、』－ ) ,'; J 
fング・ 4ー｜、 i土 ,:';if1litのI日目にil 'lj[fi J）千lj




しかし， 不幸／五二と i二iふ 二c'l[i¥J）峰iLここにυ
いて提示：：： iL J二日、 Liニ‘
である＂
:5 ,!) J； 二 Itマ ~\tl な li (I) j ），ゾ｝
マーケッ i fンゲ．ぶー；ご；;tι!1.1Lし、もので主〉
るかのよう iニフ i[',t1めにはは （） ;{ Lているが， とく














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（出所） 0伍ceof the Government Statistician, 
Survey of Population and Budgets of Cocoa 
Producing Families in the Oda-Swedru・Asa圃
ma11l,csc /lrea 1955-56，およびSurvey。•f Cocoa 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































なっているのである j たど『 ココア農家における
食料の自給生産i士、 その優良な農地をココア生産
のために手IJ)iする結果、 どうしても食料農作物の








支出の最大J寅日は「衣料i店Jであ d 》たが， これは
むしろ予想されたところであったといえう。 これ












































































1951 52 53 54 5 56 57 58 59 60 
C IJ¥明）心hanaCocoa Marketing Board, Four 
teenth Annual Report and Accounts 1961, 
pp.28～29より筆者の加工による。









































































































































































































































































































1 '.l:iI 2,1:>. I 
I 'l,2にiI 1 
1'.lci:¥ :l58.7 
!%01 :l5S. l 
iけ九日 22! .8 
lリλIi 18リら
lけら7 ::04.:¥ 
19,-,x 2xo. :, 
l リ弓リ 22S.:, 
1%0 174.9 
J：ードが「公」ヒ；二Jn l'1Jと・1;, u 、＼•、品、え hit' 唱
生産台所得の安定には宗本生産者価格円安定と‘
、一（ ι、p 、」 v .r ' ~ 1.. 守ずご3しん’‘ノ＼【ノ ι、ード ム／、に「t'.J（.二二たざた矛盾一万：ぁ｝），




(/1',Ji) r;l,ana Cocoa Marketing B印日《l, Fo111二










-1 .， γ ・F()D/1lli十九hr・ 5項Iについての指数
(1951年＝100)
lココア 、iイギリス
ぷードココア：＇.l二！ FOB フドー Fi政府証券
販売価絡が：：／＇d1li内価格 l 資産在i'i投資額
!lXI O 100.0 i !00.0 lOO.O 
87 . s go. :i I 98. ,1 u州｝
(H). l l:l:¥.7 120.1 82.7 
1)(1 S ' 1:19_:; J 12.5 82.ti 
り斗. 5 97 .1 91 . l 82. (i 
99 I i りOh I 69.：＼白2.(i
K¥Jリ 118.8 “5.'.l 82.(i 
88 . 4 108. 7 ,1 1 . 82. ti 
75.2 斗2.9 24.fi ti8.9 
7 5 . I ! 84 . 5 () f,() .fl 
'* 6表ザート ，J＇「一》の






























ろことが可能であ J たと＊定され／＇.・， C 
二J〕期間iこ刀ミ'i ＇てみご 1,'しfこが 〉て‘
お日友＇：：： l,Jじィc I i'Jr) 
そのようなボードの利点＇ J:t ,~· en上ろ江戸！；でl士、
円一ドし川主日平lj料とココア侮興準vm余;ls 7表
r1へ投資され疋のであ乃ろか〉 ゴコア i i向.／，旬、
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Chan;i Cocm l¥L,rketin1'. fl円川d, ノlnnua!l<.,'j>ort ,wd 








第 8 表 ココア・ボー ドによる投資内容
I 1951/52 I 1952/53 I 1953/54 I 1954/SS I 1955/56 
実誤十務両副窃1 実額~ぎ扇町常一｜実額 I~）
｜払叩！ 94j抑制 8け32,900: 71,5! 32，制臼91払対 64.3ー .21 I .v, 3,0001 5.8 
－｜づヨヲ’｜ γ 悶 I 1.~i ~油 0.4
． 訓 ，. .1引，. , ' . 12,8201 25.1 
, 63' 0.1 641 0.引 661 0.6. 67, 0.71 倒 0.5
I 262i 0.6; 7叫 lj1,762 3.6, 2,062 4.01 2,0621 3.9 
合 計 i42，判 100.0:46，叫 100.0）礼町 1伺 o,49,8031 100.0：川判 100.0
川竺一」竺i
実額 i 務｜実額 I~ま l 実額~~実額 I~ま｜実額 I t ~ ぎ
132,8541 f J2,81 71 ~沼，854! 58.円必7 I 50.4 157 0.31 133! 0.訓 1111 0.2 111 0.2 1111 0.2 
210; 0.4! 1711 0.41 54: 0.1 54 0.1 541 0.1 
, 12 53fi' 26. li 11 730 25.剖 22503'. 40. li 26 926 48. 8, 26 2821 47. 8 
i九 0.1! 7~: oJ1 741 o.~; 76 …7jl 0.1 2,062 4  862 1 512 0.9• 512 0.9 55 14 
1川 91j 100.ot 45，叫 100.oj56，山 100.ot55，吋削o:54,7吋




























































































































































































農地管理人雇用費 1 36.s i 24.s I 
一般労働者雇用費｜ 幻 .9 I 57.5 
その他収穫費 1 19.3 I 1s.o 
計 1 100 1 100 1 
有一一喜子寸一一日寸一一
項目 J I 
農地管理人雇用費 l 84.4 i 90.1 
一般労働者雇用費｜ 12.0 I s.o 
そ の他収穫 費 I :u I 1.9 
m・ I 100 1 100 
3 7 4 5 6 
日一I川一l［
4 









~: I '; I T:I ~:: 













I 1 1 2 I 3 
－聖 一 一 旦一一；ょ斗一一一一一ι 一一一L一一一一
農地管理人雇 用 費 ｜ 25.3 I 41.2 I 63.5 
一般労働者雇用資1 65.1 I 50.2 I 29.1 
そ の他収穫費1 .6 I 8.6 I 7.4 
JI・ I 100 I 100 I 100 
階層 1 I I 
豆一一層 .~c_L二J ~~－－J二o
農地管理人緩 用費 1 86.9 I 89.s I 伺 .7
一般労働者緩用費 1 11.1 j 7.6 j 7.7 
その他収穫費｜ 2.0 I 2.1 ! 1.6 
計 I 100 i 100 i 100 
（注〉 ここに使用した階層とは， ココア販売による年間粗収入（GrossCocoa Income）を基準にしたもので，第
1階層は年間粗収入額が1000シリング（約5万円〕以下，第2階層は1伺O～1499シリシグであり， 500シリング，
ごとに分類されている。
（出所） A地域： Officeof the Government Statistician, Survey of Population and Budgets of Cocoa 
Produ「ingFamilies in the Oda-Swedrt←Asamankese Area 1955・56,pp. 68-69. 







































(;l: 5) P. T. Bauer, West Afバcan Trade, 
Routledge & kegan Paul, 1963 (reissued), p. 268. 
(1!cli）矢jlJ原j恥自lj掲詰L68ベーシ。
〈パ 7) 矢1r1原r;, 1if掲｝；. 69・ てー／。
(/1: 8 ) p_ T. Bauer, op, dt., p. 27 l. 
( i:9) ココアt聖地の符J1t[のために刷用される「ア
ブートソj’紛れ」（ahusalabourer）は，）fiU~ たる農民から
















































cru~1r〕 O侃ce of the Covcrnment Statistician, 
品川市，eyof Populatiο11 and Rudgets of Coe，叩












（出所〉 O伍ce of the Government Statistician, 






































郵 10漢階 j露 別賃金所得額 （単位：シリング出約50円）
f域引 1ド13!4 •. 5~I；「7 Iト9 ! 10 ! 11 I 12_1~ 13 t 14 
；｜γ，. :,::::l;J~i ：：川：：：J ::i~f~, In., 1 ,,,~, 
ょう。
その意味から，すでに第9表において明示され
ているようなココア生産者農家の生産費構成の著
しい階層別格差を理解しうるのである。
,, ＇、かえれば，大規模経常 iごおし、ては自家労働
L加えて比較的多量の雇用労働金投入しても， そ
の平均労働生産性を高い水準に維持することが可
能であるのに対し，比較的小規模な経営体にあ，〉
ては， その自家労働に多最の腫用労働を加えるこ
とは，労働の平均生産性会大幅に！氏下させること
にな 9やすし、というす下実が i'n'E；－ていることであ
ー．
<.JC 
したがって， ガー十のゴコアノf:rf者農家が，そ
の実質所得の低下をココアの物的生産力を増強す
ることによって貨幣所得を拡大すると L、う行動を
とったものと仮定することが許されるなら， その
よろな生産者農民の千7動を可能としたものが， い
わば比較的規模の大き L、下fRf4>:における雇用労舗
内用投にほかなられ 1いとみる二と；土妥当であろ
jο 
では，実質所得の低下を鋳幣所得の拡大によっ
て補完しようとしたのは，いわゆる大規模経営の
みであったと断言していいものであろうか。
とこで，再び「ココア農家家計調査j結果から
階層別j賃金所得額について検討しなければならな
いc すなわち，第10表からも明らかなように， ガ
68 
ーナのココア生産者農家にあっては， その金額で
はかなりの格差があるものの，大部分の農家にお
いてはれ家労働の部分的な商品化を行tr,〉ていた
ことがわかる。
ところが， これを階層別にみれば‘ひとつの特
徴土してし、わゆる零細農の良家労働力が中・大規
模農家に躍用されている事実を指摘することがで
きる。つまり，零細農においては，すでにみたよ
うに，労働の限界生産力が急激に低下し，したが
' C労働力吸収の capacityが蒋しく僅少であるた
め， 限界生産力が比較的高く，したがって労働力
吸収のはpacityが大きい大規模経営へ自家労働の
一部分を限界的， かつ一時的に販売することによ
って貨幣所得の拡大を図ってきたものと見なすこ
とができる。このようにして，零細規模の生産者
農家においても，貨幣所得の拡大が行なわれてき
たのであるの
以上述べてきたところかじ， ココア生産者農家
においてはその規模のいかんを間わず貨幣所得の
初、大という行為が行なわれてきたことが Iり］らかに
な円たが， それが農村における労働力の固定をも
たらしたものであることもまた事実である。
これは，いいかえれば，労働生産性の上昇が阻
！ときれてきたことを意味していると同時に， ココ
F 0) ¥"kj際価格の低下から生産者価格の下落が起こ
I), それが生産者農家の実頃所得を低下させ，つ
1968010071.TIF
いには農家をしてココアの物的増産へと導き， そ
れがけ叶きょくは再び国際価格の大幅な低下を引
き起こしているのであるQ
そして， とのようなココア生産者農家の矛盾し
た行動が、 いがたる要因によヮてもたらされたも
のであるかを問えば， ココア・ボードによって生
産者価格が低水準に抑えられたこと， しかもそれ
は一応は国際価格と隔絶して決定された点に起因
するといってよいU
小論でほ植民地政府の手lこよって創設されたコ
コア・ボードが，結巣的には，需要を無視したコ
コアの増産と， それに伴う農村労働力の大規模た
固定とをもたらしたものであることをみてきた泣
したがって喝 jfーナ経済が名実ともに自立化へ
の途を歩むためiとは，第1に，ココアの労働生産
性を飛躍的に上昇させるととによって，農村の過
剰j就業状態を改善しなければならず，第2として
は，食糧生産農業での生産性を高めて食揮の自給
体制を確立することが必要なのである。食糟生産
農業の生産性ぷ上昇し， より安価な食糧農産物の
自給沿可能となれl王，都市部における生活費も低
水準に抑えるととができ，その結巣，都市生活者
ω実質所得の上昇がもたらされて，農村に滞留し
ごU、fこ労働力人口の都市部への流出が促進される
ととが期待されるυ
さらに最も重要なことは，食糧生産襲業の生産
性が改善され，安価な食糧の供給が可能となれば
ココア生産者農民の実質所得が上昇しうることで
あり，それがココア農民の担税力を噌強すること
はもちろん， エンゲル係数を低めて，新しい消費
パターンを作り出すなどの波及効果を引き起こす
であろう。しかも，労働生産性の上昇が実－現すれ
ば，滞留していた過剰労働力は農村ーから流出する
ととができるのであるから， ココア生産農家にお
いても，濯用労働への賃金支払額が軽減されて，
残された労働力当たりの資本装備は高められよ
つ。
このような高し、生産性の連成が実現されたとき
はじめてココア・ボー I~ の存在理由は弱められ，
農民自身による経済自立への途が聞かれることに
なる。したがって， いかにして生産性を高めるか
について最大の努力が払われねばならないのであ
る。
(;i崎査研究Jj；〕
69 
